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こ
の
日
の
授
業
は
、
日
頃
の
授
業
に
向
か
う

良
哉
先
生
の
探
究
心
や
研
究
の
成
果
が
表

れ
た

見
事
な
授
業
だ
っ
た
と
実
感
し
ま
し
た
。

【
全
職
員
の
グ
ル
ー
プ
協
議
か
ら
】

○
授
業
が
終
了
し
て
も
自
主
的
に
「
振
り
返
り
」

に
取
り
組
ん
で
い
て
「
主
体
的
な
学
習
」
が

で
き
て
い
る
と
感
じ
た
。

○
展
開
や
終
末
は
「
模
擬
授
業
」
よ
り
も
良
か

っ
た
。
模
擬
授
業
が
生
か
さ
れ
て
い
る
。

○
導
入
で
「
視
点
」
を
与
え
、
板
書
も
構
造
的

で
わ
か
り
や
す
い
工
夫
が
あ
っ
た
。

○
板
書
の
工
夫
で
「
吹
き
出
し
」
や
「
→
」
の

使
い
方
な
ど
が
と
て
も
わ
か
り
や
す
い
。

○
授
業
者
が
価
値
観
を
押
し
つ
け
る
こ
と
が
な

く
、
子
ど
も
た
ち
に
考
え
さ
せ
る
よ
う
な
発

六
月
七
日
（
木
）
、
比
屋
定
小
学
校
に
お
い
て
、
第
一
回
校
内
研
究
授

問
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
。

業
及
び
授
業
研
究
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

○
多
面
的
・
多
角
的
な
視
点
で
授
業
が
展
開
さ

当
日
は
、
指
導
助
言
に
久
米
島
町
教
育
委
員
会
の
幸
地
巧
指
導
主
事
を

れ
て
い
た
。

お
招
き
し
て
、
五
年
生
の
「
特
別
の
教
科

道
徳
科
」
の
授
業
を
観
て
い

●
板
書
は
模
擬
授
業
の
よ
う
に
、
ロ
レ
ン
ゾ
を

た
だ
き
ま
し
た
。
幸
地
指
導
主
事
に
は
幾
度
と
な
く
学
校
訪
問
等
で
大
変

真
ん
中
に
置
い
て
三
人
の
友
達
が
囲
む
形
に

貴
重
な
ご
助
言
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

し
た
ら
も
っ
と
わ
か
り
や
す
か
っ
た
。

本
校
で
は
、
今
年
度
よ
り
小
学
校
で
本
格
実
施
さ
れ
ま
し
た
「
特
別
の

教
科

道
徳
科
」
を
校
内
研
の
テ
ー
マ
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
ま
で

と
同
様
、
全
職
員
体
制
で
「
細
案
作
成
→
校
長
助
言
→
細
案
改
善
→
全
職

員
体
制
で
模
擬
授
業
→
教
材
・
教
具
の
改
善
→
研
究
授
業
→
授
業
研
究
会

○
日
頃
か
ら
、
良
い
学
級
経
営
が
な
さ
れ
て
い
る
様
子
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

→
振
り
返
り
を
共
有
化
し
授
業
改
善
に
生
か
す
」
の
サ
イ
ク
ル
を
行
っ
て

○
「
授
業
づ
く
り
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
の
学
習
規
律
（
①
～
③
）
が
素
晴
ら

い
ま
す
。

し
い
。

研
究
テ
ー
マ
設
定
に
際
し
て
は
「
考
え
、
議
論
す

○
子
ど
も
の
考
え
が
「
見
え
る
化
」
さ
れ
て
い
る
板
書
の
仕
方
だ
っ
た
の

る
道
徳

」
「
主
体
的
・
対
話
的
・
深
い
学
び
」
の
あ

で
、
他
校
で
も
参
考
に
な
る
と
思
う
。

る
学
習
過
程
を
ど
う
構
築
す
る
か
、
昨
年
度
の
夏
季

○
補
助
的
な
発
問
が
よ
く
練
ら
れ
て
い
て
、
模
擬
授
業
の
成
果
が
出
た
。

校
内
研
で
Ｗ
Ｓ
研
修
会
を
皮
切
り
に
議
論
を
重
ね
て

○
多
面
的
・
多
角
的
な
考
え
を
さ
せ
る
よ
う
な
工
夫
が
さ
れ
て
い
た
し
、

本
研
究
テ
ー
マ
を
設
定
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
も
そ
れ
に
応
え
て
い
た
。

研
究
一
年
目
の
今
年
は
、
那
覇
教
育
事
務
所
の
「
授

○
評
価
は
、
道
徳
ノ
ー
ト
の
活
用
で
良
い
と
思
う
。
長
い
ス
パ
ン
で
総
合

業
づ
く
り
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
〈
道
徳
科
の
視
点

〉
」

的
、
個
人
内
評
価
（
記
述
式
）
で
行
う
と
良
い
。

を
も
と
に
し
な
が
ら
「
①
発
問
の
工
夫
②
構
造
的
な

○
「
第
七
回
」
を
は
っ
き
り
と
示
し
て
い
て
良
い
。
子
ど
も
た
ち
も
そ
れ

板
書
の
工
夫
③
道
徳
ノ
ー
ト
に
よ
る
評
価
の
工
夫
」

を
わ
か
っ
て
い
る
。
積
み
重
ね
て
い
る
証
。

の
三
点
に
重
点
を
お
き
、
日
々
の
道
徳
の
授
業
作
り

●
七
名
し
か
い
な
い
の
で
、
ペ
ア
学
習
や
移
動
し
て
の
意
見
交
流
す
る
必

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

要
が
あ
る
の
か
→
七
名
で
グ
ル
ー
プ
協
議
さ
せ
て
も
良
か
っ
た
。
（
板

五
年
担
任
の
仲
眞
良
哉
先
生
は
、
四
月
当
初
よ
り
、

書
で
意
見
の
違
い
は
明
確
化
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
場
で
子
ど
も
た

い
つ
授
業
観
察
し
て
も
、
毎
時
間
、
導
入
で
は
「
自

ち
に
話
し
合
わ
せ
る
方
が
深
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
ペ
ア
も
悪
く

分
事
と
し
て
捉
え
さ
せ
る
学
習
テ
ー
マ
の
設
定
」
と

は
な
い
の
で
研
究
を
深
め
て
ほ
し
い
。

「
第
○
回
道
徳
」
を
意
識
し
て
臨
ん
で
い
ま
す
。

●
中
心
発
問
の
言
葉
が
気
に
な
っ
た
。
「
一
番
素
晴
ら
し
い
の
は
？
」
で

そ
し
て
、
展
開
部
分
で
は
、
道
徳
的
価
値
観
に
つ

は
、
各
意
見
に
優
越
が
つ
い
て
し
ま
う
。
→
「
自
分
と
同
じ
意
見
は
？
」

な
が
る
「
中
心
発
問
」
と
そ
れ
を
生
か
す
補
助
発
問

「
違
う
意
見
は
？
」
な
ど
。

（
問
い
直
し
や
問
い
返
し
）
に
よ
る
対
話
を
強
く
意

識
し
て
い
ま
す
。

結
び
の
終
末
で
は
、
「
道
徳
的
実
践
意
欲
と
態
度
」

を
育
む
た
め
の
「
振
り
返
り
」
に
お
け
る
「
道
徳
ノ

ー
ト
」
の
活
用
及
び
発
表
を
さ
せ
、
児
童
に
心
の
葛

藤
や
前
向
き
さ
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。

第７号「第1回校内研究授業開催！」
～見事に成長した姿を見せた5年生の「特別の教科 道徳科」の授業～

校
内
研
テ
ー
マ(

今
年
度
よ
り)

○
「
課
題
意
識
を
持
っ
て
自
ら
考
え
、
仲
間
と
対
話
し
、

共
に
深
め
合
う
比
屋
定
っ
子
の
育
成
」

～
道
徳
科
に
お
け
る
発
問
の
工
夫
を
通
し
て
～

平 30年（2018 年 6月 11 日）

幸
地
巧
指
導
主
事
か
ら
の
ご
助
言

校
長
よ
り

☆
大
変
貴
重
な
ご
助
言
に
感
謝
致
し
ま
す
。「
道
徳
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
」
は
、

掲
示
場
所
を
工
夫
し
、
本
校
の
児
童
の
実
態
（
課
題
）
に
沿
っ
た
重
点
価
値

項
目
に
つ
い
て
焦
点
化
し
て
取
り
組
ん
で
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

七
月
十
日
（
火
）
の
第
二
回
校
内
研
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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「
違
う
意
見
は
？
」
な
ど
の
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
。

●
「
道
徳
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置
し
掲
示
を
し
て
は
ど
う
か
。

常
に
振
り
返
る

機
会
に
な
る
。

平 30年（2018 年 6月 11 日）
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平 30年（2018 年 6月 11 日）
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平 30年（2018 年 6月 11 日）
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平 30年（2018 年 6月 11 日）


